
剣淵町農業委員会委員の推薦及び応募に関する状況の公表（中間）

氏　　名 年齢 性別 職業 経　　　　歴  農業経営の概況
認定農業者等
か否かの別

氏　名 年齢 性別 職業

※推薦を受けた者の総数　３人（うち、認定農業者等の人数　２人）

１　推薦をする者（個人の場合）に関する事項

推　　薦　　を　　受　　け　　る　　者 推　薦　す　る　者
番
号

推　薦　理　由

1 小　柳　一　明 58 男 農業

剣淵町農業委員（H30.7～現在）
てしおがわ土地改良区理事（H25～現在）
北ひびき農協蔬菜連合協議会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H27～R2）

耕作面積　31.1ha
主な作付品目
 小麦、大豆、雑豆、馬鈴薯

該当

田中　　充
樫原　哲章
清水　和則
齋藤　仁志

50
51
42
59

男
男
男
男

農業
農業
農業
農業

地域の農業情勢に精通するとともに、町内農業の中核として活動し、農
業委員として町内農地の活用・農政への提言をする人である。

2 漢　　　寿　夫 51 男 農業
剣淵町農業委員（H26.7～現在）
南桜町資源保全組合書記（R4～現在）

耕作面積　18.3ha
主な作付品目
 小麦、大豆、加工馬鈴薯

該当
千葉　光宏
佐々木　保
江口　義隆

64
54
73

男
男
男

農業
農業
農業

農業委員としての経験を４期目にも発揮したいとの本人の希望と、また
地域の方々の信頼もあることから、ここに推薦したい。

3 加　藤　　　裕 66 男 無職

剣淵農業協同組合職員（S50～H16）
北ひびき農業協同組合職員（H16～H29）
剣淵町農業振興センター嘱託職員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H29～H30）
剣淵商工会事務局長（H30～R5）

― 非該当
小笠原敏克
小笠原　宏
児玉　敏明

62
58
71

男
男
男

農業
農業
無職

温厚な人柄で人望も厚く、地域の農業事情にも精通しており、農業委員
に適任であるため。



２　推薦をする者（団体の場合）に関する事項

氏　　名 年齢 性別 職業 経　　　　歴  農業経営の概況
認定農業者
か否かの別

団体等の名称 代表者の氏名
構成員
数（人）

目　　　的
構成員

たる資格

※推薦を受けた者の総数　４人（うち、認定農業者等の人数　４人）

推　　薦　　を　　受　　け　　る　　者 推　薦　す　る　者
番
号

推　薦　理　由

1 森　脇　武　史 56 男 農業 剣淵町農業委員（H24.4～現在）
耕作面積　46.9ha
主な作付品目
 小麦、大豆、甜菜

該当
東町農用地利
用改善組合

　会長
　小笠原　宏

102人
東町地区の農業の振興と農業
経営の改善を図ることを目的と
する。

地域内の
住民

地域の農業事情に精通しており、農業委
員を１０年間務め、地域の農業代表者と
して推薦します。

2 窪　井　義　和 51 男 農業
剣淵農民連盟副執行委員長（R2～現在）
剣淵町甜菜生産振興会長（R4～現在）

耕作面積　11.4ha
主な作付品目
 水稲、小麦、豆類、
 甜菜

該当
東町農用地利
用改善組合

　会長
　小笠原　宏

102人
東町地区の農業の振興と農業
経営の改善を図ることを目的と
する。

地域内の
住民

温厚な人柄で人望も厚く、地域の農業事
情にも精通しており、農業委員に適任で
あるため。

3 前　田　敏　男 67 男 農業

剣淵町農業委員（H26.7～現在）
北ひびき農協アスパラ生産部会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H29～現在）
西原町自治会長（R3）
西原町資源保全組合長（R4～現在）

耕作面積　19.3ha
主な作付品目
 小麦、大豆、甜菜

該当 西原町自治会
　会長
　菊地　賢治

79戸

住民の自治会活動を通して住
み良い環境を作ると共に相互
の親睦と福祉の増進を図ること
を目的とする。

行政区域
に居住す
る全世帯
及び事業
所

前田氏は、地域の信頼も厚く、長年農業
委員の経験もあり、地域農業の代表者と
して推薦します。

4 松　本　正　貢 50 男 農業
剣淵町農業青色申告会長（H30～R3）
てしおがわ土地改良区理事（H30～現在）

耕作面積　42.3ha
主な作付品目
 水稲、大豆、小麦

該当
てしおがわ土
地改良区

　理事長
　榎本　好男

1,311人

農業生産の基盤の整備及び開
発を図り、もって農業の生産性
の向上、農業総生産の増大、
農業生産の選択的拡大及び農
業構造の改善に資することを目
的とする。

土地改良
法第３条
による資
格者

てしおがわ土地改良区理事として土地
改良事業の推進に多大なご尽力をいた
だいている。また、地域農業の発展に尽
力すると共に、地域の農地流動化の実
態把握及び推進に努め、農業の活性
化、不作付地や耕作放棄地の発生を抑
えるなどの活動にも積極的に参画。地域
農業の経営安定と土地改良事業の推進
は密接であり、土地改良区として同氏を
推薦する。


